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長岡 (La Jolla)より辞井 (基研 )へ

衝舞沙汰いたしました⊂庭ぬ方はここ-来てか らそろそろまる一年になろ うと
t1

してお りますが.⊥向虹変 りはえのしない毎 日を送っておりますと変 りはえが

しないといえば.このLaJolユaという所は季節の全 く変りはえしない所で.

水仙が咲いて枯れ 梅か嘆いて散 り.といった季節の花のうっりかわ りで.4や

は り春なのかなと感じる位のものです.全 くのんびりしたもので.ラメ リカが

ベ トナムで何をしようと緊張 した空気といったものもまるでありません｡気の

せいか近所の基地か らとびたつLyェツ ト機の音がいつもよりうるさく感じられ

る程度です｡

物理の話は革まりありません季;-O 今年になつでからでは､真木さんと

Bardeenが来て､真木さんは列の gaplesssuperconducもorの話 ,

Bard.een慮 SuPerCOnduc七oFの中でのVOr七exmoもi6nの話 (Phys.

Rev.Letterに出ていたと思います)をしていったこと.先週はBloeⅡト

bergenの t'Non-Lin早年rOpもRics''の話をきいたこと.などです｡

Blombergenの話はLAS-ERを使った強い光で､nOn-linearsuscepti-

bilityを測定tた革で､今のところFil.eldの二次の項まででした. もちろ

ん (field)2の項はinversiongymmetryをもたないような結晶でしかな
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いわけですO (蔦eld)3の項 まで測定できたら､それの方が物理的にもより興

味深いように思われ ましたo (ところで､ こういうrl?n-linearsllSC･ePもi-

biliもy についてはⅩr禦erS一文roBigrelaもion に相当するものはどうなる

のでしよ.うか ?〕

ここの物理教室の固体物理関係の人たちのやっていることといいますと､ま

ず Suhlは近藤さんの転読極小の昂 を考えていて.Che恥Lowの散乱理論 (

質量cpの核子による中間子の散乱の理論)をこの問題に応用 したという計算を

しました｡求められた セナmatrixは Fermi面の上で発散するかわ りに.Fer一

mi面の上下 C-FeXP(J A p｡)の程度はなれた所に有限な巾をもつreSOnanCe

scaHerirlgがあらわれるというものですこ (町:Fermienergy,Jex-

charlge, ,Oo･'densityofstatesofcoヱコducもionelectrorlSPer
J

atom)計算はT- Oの場食 で､Tキ 0への拡痕を今考えている所の ようですが

なかなか うまくいかないと言ってお りました｡最近.同じ問題をあつかった

Abr土kosoyの.論文 (JoTlilTlaiofp-TlySics-への投稿 ?)があるのを知 り.

今 ,苦労 してロyヤ語を読んでいる所ですOや り方は例によって.グ 17- ソ函

数で､グラフで展開して･･-･･というやつですが.不純物のスピンについては､

スピン ･オペ レータ-のままでは叡扱かわず､

亮 も ap - S

≡:=>コ

(stQはスピン ･マ トリックン)でもつ{Fermioperaも｡ra忘,adを導入し

てやるわけですO結果 はほぼSuhlのと同じて∴Abrikosovは抵抗まで計算
I

7ifているのですがlその結果は･T～EFeXP(A,4p)のあたりに抵抗極大が生じ

るというのですoSuhlの場合も.T-Oで求めた 七一matrixをそのまま有限

温度での抵抗の計算につかえは同じ療異になると思います｡ところで. これ ら

の結果に私は疑問を持っております.それは. こういうresonancescatter-

ingが生じると.当無localizedspirl-のまわ りでcOndllCtionele夢もron

の状態は強 くmOdifyされ､その影響が resonancescatteringの.構造には

ねかえってくるのではないかと示 うことですO_これ らの議論ではそこのところが

考えられ ていないように私には思われます｡事実Suhlrの求めた 七一matrixが

complex紗一面で上半面にPOIeをもつ とい うことは､こういう計算の悪 さを
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示 しているように思われます｡Abrikosovの計算ではこの点の事情が とうな

っているかまだくわし･く読んでいないのでわか りませんd).

そこでこのあとは自己宣伝になるのですが.私が､ グ 9-ン函数をつかって

self-Jconsistenもな計算をやらてみた結果では (これまた別の点で全 く艶
l

っぽい計喪にすぎませんが)res'Onancescaもteringは再びFermi面の上

に一つだけ生じることにな りこ抵抗の温度依存性も定性的には近藤 さんのと矧

じにな りますoこの問題ですまSuhlと意見があわず､それぞれ独立■に仕事をし
＼

ているという状況です.論文はその内にSuhlのも私のも Phy.Revに由る

はずです｡

Ⅹohn は大学院学生の指導をしながら.いろいろなことをやっているようで

すが.-先週のSeminarでは.旭 jumdarというイッ ド人の学生とやった仕事

を紹介していましたolhjTlmdarの thesisは Positroも･aTlnihilaもion

insolidsに開したもあで.その中で,pOSiもronが固体の中でbolmdi:

stateをつ くる可能性を論じているうちに生じた問題だということで. 昨日

の話は tt多体系の中で粒子が bo71ndされていや ,い~ないということは意味を

もつか "という問題ですoNケのfTもeFermion'のまん中にShortr左ng?

at･tracもivepotenもj･al_を考えますopc'もen寮aユ甲層 さをまして早 く,tと

き十一粒子のenergyを考えると､例えば-番下の状態は･po七enもi牢 があ･

る強さ紅蓮するとbouridstateにな,9.I-粒子.olerlergyはそこ.でanaキy一

七icではない (VOlumea- - N/R-cbrlSF,.)しかし､われわれの動窟
するのはこういう…粒子の性質ではなくて､全体の性質であり. total ene-

rgyが poterlもiaTlの強さについてanalyticでないか どうか､.という.のが

問題ですO結論はa工ユaly七icだということで. しーたがって多体系ではbound_

stateがある､ないというのは意味がないというのです｡但 し､保留条件が

あ り､粒子間の相互作用が ttessenもまal"に役 目をはたす場合にはこの結果は

適用できないだろうということです｡実のところ私には.途中の計算 ,結論と

もによく理解できませんでした｡

Univ.ofCalifornia,Riversideか ら J.Callawayが visitor

として来 ており､単年はどここにいるとのことですO彼の論文は､昨年の
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I.旭 th.Phys.Iに固体内での散乱の｢般論が､Phy.Rev.土星旦,1333 に･

はその応用としてHighTemperatureぬ gneticSusceptibilityof

InteractingElectronsinaSolidというのが出ていました｡後者は

金森 さんやHubbardの bandelecもronの相関の議論と同じように､ band_

elecもrbn間にはそれが同じlatticesiteに来た時にだけ強とrePulsion

が働 くと高′ぅ簡単なmodelで､高温でのSuscepもibili年 を計算していまし

たが､今は扇じmodelで低温の問題を考えてい岳とのことですo議論は low

density limitでIderiSi七yFIcよる展開をするのだそうですが､ elecもroll

間わeffecもiveinteractionについて､その第一項は､金森さんと同じよ

うになるが､第二項へのcOニユtributjl0rlはいろいろのところから生 じて､計算

は非常にやつかいだ､ ということでした｡彼はHubbardの議論については

{㍉よくわからん ''と懐疑的でしたoflubbardはその論文の I工工(Proc.Roy-.

Soc.A281401,1964)でMottのいうinsulaもor一皿etal もransition

を出したといっていますが,その計算はたしかに､無理に都合よい結論を引っ

ぼり出し虎 という感じがあ ります｡

あと.若い亀 Dの連中のやっていることというと.一次元のSuPerCOnduc-

tor(生体高分子の問題) ,強磁場での輸送現象 ,一次元fiTeisenbergmod.e1

-･･･etc.ですoSuhl, Ⅹohnの グル-プに属しているのな､ 6人ですが､国

籍は､中国 ,カナダ ,_オ丁ス トラDIヤ ,イギタス ,アメ9カ ,そして日本 と､

全部ちがっていて､ こういうのはアメ リカの どこの大学でもそうなのか､ここ

だけのことなのか'､ いずれに,しても面白いことですO ･

お 元 気 で お くらし下さい｡
I

LaJollaにて 長 岡 洋 介
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